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昭
和
十
七
年
大
東
亜
戦
争
の
真
最

中
、
田
沢
村
青
年
団
の
主
催
で
出
征

家
族
慰
問
演
芸
大
会
が
お
盆
に
開
か

れ
ま
し
た
。
干
溝
青
年
団
で
は
、
疎

開
し
て
い
た
役
者
さ
ん
の
指
導
で
芝

居
「
隣
組
人
情
物
語
」
舞
踊
「
流
転
」
万

才
の
三
つ
を
演
じ
ま
し
た
。
他
の
青

年
団
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な
出
し
物
が

ひ
ろ
う
さ
れ
、
娯
楽
の
少
な
か
っ
た

当
時
で
す
か
ら
、
み
な
さ
ん
に
た
い

へ
ん
喜
ば
れ
ま
し
た
。

　
干
溝
青
年
団
は
、
こ
の
演
芸
大
会

に
出
場
す
る
た
め
に
、
毎
晩
の
よ
う

に
薬
師
様
で
練
習
を
し
ま
し
た
。

　
こ
の
写
真
は
、
戦
地
に
出
征
し
て

い
る
人
た
ち
に
送
ろ
う
と
記
念
に
撮

っ
た
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
》
左
端
の
立
っ
て
い
る
人
が
広
田
さ
ん
魯

懸
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懸
軸
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軸
盤
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熱
砦
軸
軸
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軸
軸
懸
盤
盤
砦
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10月11日～11月10日
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■三種混合第1期（3回目）S56。9．1～S57。8、31生

　10月18日　14：00～15：30／総合センター／田沢地区・高道山地区

　10月19日　14：00～15：30／総合センター／倉俣地区・貝野地区

　　　　　　　　　　　　　清津峡地区・土倉・倉下

　10月26日　14二〇〇～15：30／総合センター／未接種者

■秋季生ワク　初回者S58．12．1～S59．5，31生追加者S58。6。1～

　　　　　　　S58．11．30生、前回未投与者

　11月9日　14二〇〇～15＝00／保健センター／村内全域

■母親学級
　10月23日　12二30～13：00／上村病院／妊娠中の保健（中期）

■妊婦検診

　10月23日　13：30～14：00／上村病院

■5歳児検診　S54．10，1～S55。4．1生

　10月12日　13：00～14：00／保健センター

■雇後検診　S59。5．1～S59．8・31の間に出産した人

　10月30日　13：00～14：00／保健センター

■献　血

　10月24日　10：00～15：00／保健センター前

■村民健康検診指導会

　10月25日　9：00～16：30／対象者に通知　　　　　　　　　　

★転尿・浄化鵜の紐欄催
　鷺擁7旧　嫉；㊤Q・纏癒0¢／保健センター／飛容・映薗・醐係法

　　　　　　規、維持管理／どなたでも結講ですので参湘してく

　　　　　　躍題・（健康管理室63－3152）
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11（木）

高齢者講座（村外めぐり・秋山郷、8：30総合センター出発）

12㈹
狂犬病予防注射（該当者に通知文送付）
心配ごと相談日（老人福祉センター13100～16：00）

5歳児検診（右参照）

⑭（日〉
休日救急医（津南病院865－3161）
野菜の収穫にチャレンジ（清田山）

15（月〉

狂犬病予防注射（該当者に通知文送付）

17㈱
親子ピンポン教室（田沢小学校19：30～21：30）

18（利
三種混合第1期佑参照）
高齢者講座（村外めぐり、秋山郷8：30総合センター出発）

19㈹
心配ごと相談日（老人福祉センター13：00～16：00）

三種混合第1期（右参照）

⑳⑧
休日救急医（至誠堂医院852－3276）
村民健康ウォーク（出発総合センター前9：30～）

22（月〉

就学時の健康診断（田沢小学校12：30～13：00受付）

23依）
妊婦、母親学級（右参照）

就覇の健康診断｛藷灘1騰llll8二翻麹

24（胸
就覇の甑診断麟1隣ll：18二翻麹
献血（右参照）国民年金相談所（老人福祉センター9：00～16：00）

25休〉

村民健康健診事後指導（総合センター対象者には通知文を送付）

26㈹
心配ごと行政相談日（老人福祉センター13：00～16：00）

三種混合第1期（右参照）

27（土）

観光キャンペーン（清津峡渓谷を見よう・開発課）

灘繍1
休日救急医（池田医院魯52－2581）

30㈹
産後検診（右参照）

2㈹
心配ごと相談日（老人福祉センター13：00～16100）

③縫
秋の鯉の即亮会（養漁場9：30～16：30）　休日救急医（山口
医院曾52－2174）　芸術祭（総合センター9：00～17：00）

芸能祭（田沢中学校9：30～）

④㈱
休日救急医（上村病院曾63－2111）
芸術祭（総合センター9：00～16：00）

秋の鯉の即兜会（養漁場9：30～16：30）

7（月）

交通事故移動相談所（十日町支役所10：00～15：00）

7（肘
し尿浄化槽研修会（右参照）

9㈹
心配ごと相談日（老人福祉センター13：00～16：00）

秋季生ワク（右参照）

　　　11月3日～4日あ芸術祭、3日の芸能祭に出場または、
　　　出品希望の人は、公民館までお問い合せください。

※変更する場合があります。御用の際は担当課で確認を。

　
コ
ン
バ
イ
ン
の
普
及
と
と
も

に
、
田
ん
ぼ
で
稲
こ
き
を
す
る

姿
が
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
取
材
の
途
中
田
ん
ぼ
で
脱
穀

に
汗
を
流
し
て
い
る
家
族
に
出

合
い
ま
し
た
の
で
カ
メ
ラ
に
収

め
ま
し
た
。
　
　
　
（
下
山
）

組
竈
後
困

▼
役
場
で
は
、
都
会
在
住
の
村

内
出
身
者
と
の
交
流
を
深
め
る

た
め
に
「
ふ
る
さ
と
中
里
の
会
」

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

こ
の
程
、
村
内
出
身
者
の
千
四

百
五
十
八
人
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
送
付
い
た
し
ま
し
た
。
み
な

さ
ん
も
大
い
に
知
人
に
P
R
し

て
く
だ
さ
い
（
詳
細
八
月
号
）

▼
来
年
度
は
、
村
政
施
行
三
十

周
年
記
念
を
計
画
し
て
い
ま
す

い
ま
役
場
の
中
で
ア
イ
デ
ア
を

募
集
中
で
す
が
、
み
な
さ
ん
の

中
で
も
三
十
周
年
記
念
に
ふ
さ

わ
し
い
構
想
が
あ
り
ま
し
た
ら

ぜ
ひ
ご
連
絡
を
く
だ
さ
い
。

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
ヘ
ル
メ
ッ
、
・
を
着
用
し
よ
う
〃
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1麟1

スト結果からテ体力

　
み
な
さ
ん
か
ら
自
分
の
体
力
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
毎
年
村
民
体
カ
テ
ス
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年

も
村
内
三
会
場
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
が
、
参
加
者
は
延
べ

三
十
人
と
少
な
い
結
果
に
終
り
ま
し
た
。
今
回
は
、
昭
和

五
十
四
年
度
か
ら
今
年
度
ま
で
に
参
加
さ
れ
た
延
ぺ
二
百

一
人
（
三
十
五
歳
～
六
十
歳
）
の
体
カ
テ
ス
ト
の
結
果
を
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

1　　　1　　　1
左線　　中央線　右線

ベ
マ
ジ
ヤ
ン
プ
す
る
。

賭

①
反
復
横
と
び

　
　
　
　
　
　
（
敏
し
ょ
う
性
）

　
中
央
線
を
ま
た
い
で
立
ち
、

「
始
め
」
の
合
図
で
右
側
の
線

に
触
れ
る
（
越
し
て
も
よ
い
）

ま
で
サ
イ
ド
ス
テ
ッ
プ
し
、
次

に
中
央
線
に
も
ど
り
、
さ
ら
に

左
線
に
サ
イ
ド
ス
テ
ッ
プ
を
繰

り
返
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
発
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③
握
力
　
　
　
　
（
筋
ヵ
）

　
握
力
計
を
用
い
直
立
の
姿
勢

で
力
い
っ
ぱ
い
握
り
し
め
、
そ

の
握
力
を
測
る
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
鯉

スタート

11

②
僻

④ジグ

ザ
グ
ド
リ
ブ
ル

　
　
　
　
　
　
　
（
巧
ち
性
）

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
ニ
号
を
用
い
さ

お
の
間
を
周
り
ゴ
ー
ル
を
す
る
。

手
は
ど
ち
ら
を
使
用
し
て
も
よ

い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
発

　
　
　
　
　
　
　
②
槻

　
　
　
　
　
O

　
　
　
　
　
2

②
垂
直
と
び

　
　
　
　
　
　
　
（
瞬
発
力
）

　
壁
側
の
手
の
指
先
に
チ
ョ
ー

ク
の
粉
を
つ
け
、
右
下
図
の
よ

う
に
ジ
ャ
ン
プ
し
て
測
定
板
に

粉
を
つ
け
垂
直
距
離
を
は
か
る
。

12

冶
難灘灘灘肇嚢誕紳麟一

壮年男子

7
⑤
樹

6

16

④　　　　　　　　　　③（筋力
（巧ち性）

　35歳～60歳（S54～S59　39人）

①（敏しょう性
壮年女子

⑤
急
歩
（
持
久
性
）

　
男
子
　
一
五
〇
〇
姪

　
女
子
　
一
〇
〇
〇
層

　
い
ず
れ
か
の
足
が
常
に
地
面

か
ら
離
れ
な
い
よ
う
に
し
て
急

い
で
歩
く

（持久

　　⑤
（持勾孟）、

Nb339　59．10．10と
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体
力
テ
ス
ト
結
果

い
ま
す
。
①
、
②
は
生
ま
れ
な

が
ら
人
間
が
も
っ
て
い
る
も
の

（
素
質
）
で
、
も
ち
ろ
ん
年
齢
と

と
も
に
低
下
は
し
ま
す
が
、
④

⑤
程
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
③
は

普
段
か
ら
何
ら
か
の
か
た
ち
で

使
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
④
⑤

に
つ
い
て
は
普
段
か
ら
少
し
づ

つ
訓
練
し
て
お
か
な
い
と
急
激

に
低
下
し
て
し
ま
い
ま
す
。
高

校
、
大
学
と
陸
上
の
長
距
離
を

や
っ
て
い
た
人
が
一
年
も
練
習

を
し
な
い
と
普
通
の
人
に
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
な
ど
は
そ
の
良

い
例
で
し
ょ
う
。
で
は
こ
れ
ら

が
劣
っ
て
い
る
と
ど
う
な
る
か
。

　
巧
ち
性
に
劣
る
人
は
、
車
の

運
転
を
例
に
と
る
と
、
と
っ
さ

の
時
の
ハ
ン
ド
ル
操
作
。
間
一

③（筋④
ち
　
巧

35歳～60歳（S54～S59　162人）

剛
冒

一

　
体
力
テ
ス
ト
の
結
果
が
別
表

の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
結
果
に
つ
い
て
分
析
を
頼

ま
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
だ
け
の

資
料
と
私
の
知
識
で
は
と
て
も

正
確
な
結
論
を
出
す
の
は
無
理

と
は
思
い
ま
す
が
、
私
の
意
見

な
ど
も
交
え
、
皆
さ
ん
と
一
緒

に
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
ず
別
表
を
見
て
だ
れ
し
も

思
う
こ
と
は
、
④
番
の
巧
ち
性

と
⑤
番
の
持
久
性
が
劣
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
　
（
こ
れ

は
他
市
町
村
と
の
比
較
で
は
な

　
　
く
、
他
種
目
①
②
③
と
比

　
　
較
し
て
）
④
番
の
巧
ち
性

（貝野地区）
■■■■■■■■縢・覇縣臨珊■■隔騙

▲オーッおまえさん早いの

と
は
、
物
事
の
動
作
を
巧
み
に

行
う
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
、

⑤
番
の
持
久
性
は
筋
力
、
心
肺

機
能
、
内
臓
諸
器
官
の
発
達
度

合
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
本
来

人
間
の
身
体
の
発
達
は
正
五
角

形
に
な
れ
ば
（
そ
れ
も
で
き
れ

ば
高
得
点
の
）
理
想
的
な
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
身
体
の
発
達
で

あ
る
と
言
え
ま
す
。

　
で
は
、
な
ぜ
こ
の
二
つ
が
他

に
比
べ
劣
る
の
か
、
ま
た
、
そ

の
結
果
ど
う
い
う
こ
と
に
な
る

の
か
。

　
劣
る
理
由
は
、
は
っ
き
り
言

っ
て
日
頃
の
運
動
不
足
だ
と
思

髪
で
事
故
を
…
。
ま
た
、
な
れ

な
い
こ
と
を
す
る
時
な
ど
的
確

な
判
断
が
で
き
ず
必
要
以
上
に

精
神
を
緊
張
さ
せ
る
た
め
疲
労

の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。
持
久

性
に
つ
い
て
は
、
運
動
不
足
か

ら
く
る
種
々
な
弊
害
、
筋
力
低

下
、
貧
血
、
糖
尿
病
等
々
の
疾

病
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

持
久
性
を
高
め
る
こ
と
は
簡
単

で
す
。
お
金
も
い
り
ま
せ
ん
。

健
康
に
も
な
り
ま
す
。
一
石
三

鳥
で
す
。
明
日
か
ら
さ
っ
そ
く

始
め
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
は
歩

く
こ
と
で
す
。
ゆ
っ
く
り
で
な

く
、
で
き
る
だ
け
早
足
で
。

　
次
回
の
体
力
テ
ス
ト
結
果
が

正
五
角
形
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。

体
育
指
導
員
　
南
雲
政
治

麟，、．，暴鰹黙襲、灘驚

o つまさき、かかと歩き。足の

うらのタト側、内側などの部分を

① 使って歩いたり走ったりするQ
、 同じことをしゃがんだ姿勢で5

，
分くらい続ける。

骨盤を前に出す。両脚を軽く

グ 開いて、ゆっくり身体を後ろに

② 倒しながら骨盤を前につき出し

両手を頭上にそらす。5秒問位

そのまま。

・一◎ 　腕立て脚上げ。伏せ支えの姿

勢から左右の脚を交互にゆっく

③
〉炉イ4

り上げる。各5回くらい。腕の

上げ伸しをつけてみる。

フ　0
／

　壁押し。壁に向かって後脚を

真っすぐ伸したまま、前脚を曲

④ ／
／

げる。足のうらはピッタリと床

1ゴ につけて腰で壁を押す。20秒位

そのまま。脚をかえて交互に。

自転車こぎ。あお向けに寝て

⑤
　　　　」9。”．㍉
　　　　’　　　　　　　　　　　噂

コ萌1
両脚を浮かし胴体の方に引きつ

けて自転車をこぐようにする。

出来るだけ大きく曲げます。20

秒～30秒くらい。

ご
意
見
拝
聴

磯

井ノ川将男さん
中里村体育指導員

ジ
ョ
ギ
ン
グ
や
早
走
を

　
俗
に
「
人
間
は
足
か
ら
衰
え

る
」
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
体
力

テ
ス
ト
の
結
果
か
ら
も
そ
れ
が

う
か
が
え
ま
す
。
足
腰
に
な
ん

と
な
く
自
信
が
な
く
な
っ
た
ら

健
康
に
つ
い
て
も
赤
信
号
で
す
。

若
い
こ
ろ
に
く
ら
べ
て
ど
の
よ

う
に
衰
え
て
く
る
か
と
い
う
と

①
歩
幅
が
せ
ま
く
な
り
、
ス
ト

ラ
イ
ド
が
伸
び
な
い
。
こ
れ
は

脚
を
動
か
す
全
身
的
筋
肉
．
特

に
腹
筋
、
背
筋
の
衰
え
で
す
。

②
速
い
動
き
、
ピ
ッ
チ
が
出
な

く
な
る
、
こ
れ
は
太
も
も
や
ふ

く
ら
は
ぎ
、
脚
の
筋
肉
の
衰
え

で
す
。
③
運
動
が
続
か
な
い
、

ピ
ッ
チ
も
ス
ト
ラ
イ
ド
も
長
続

き
し
な
い
。
全
身
的
な
持
久
性

の
低
下
で
、
呼
吸
、
循
環
系
機

能
の
衰
え
で
す
。

　
実
際
に
走
っ
て
み
て
、
も
し

こ
の
三
点
を
実
感
す
れ
ば
、
残

念
な
が
ら
「
足
の
衰
え
」
と
い

わ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。
た
と
え

青
少
年
で
も
、
ほ
っ
て
お
け
ば

「
老
化
」
進
行
で
す
。

　
足
腰
が
衰
え
る
と
い
う
こ
と

を
日
常
生
活
上
の
損
得
か
ら
み

ま
す
と
、
　
「
行
動
の
自
由
が
半

ば
失
わ
れ
、
し
た
が
っ
て
生
活

の
楽
し
さ
や
豊
か
さ
が
半
減
す

る
」
こ
と
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

「
行
動
の
自
由
」
と
は
、
職
場

や
旅
行
と
い
っ
た
「
外
へ
出
て

活
動
す
る
自
由
」
だ
け
で
は
な

く
、
「
家
の
な
か
で
の
立
ち
居
振

舞
い
の
自
由
」
で
も
あ
り
ま
す
。

「
行
動
の
自
由
が
失
わ
れ
る
」

と
は
、
日
常
の
衣
食
住
す
ら
思

う
に
ま
か
せ
ぬ
状
態
で
す
。

　
病
気
な
ど
で
、
し
ば
ら
く
寝

た
き
り
の
生
活
が
続
き
ま
す
と
、

立
つ
だ
け
で
も
息
づ
か
い
が
苦

し
く
、
自
律
神
経
の
平
衡
性
が

失
調
し
て
め
ま
い
を
お
こ
し
た

り
し
ま
す
。

　
足
腰
の
衰
え
を
放
置
す
れ
ば

呼
吸
、
循
環
機
能
や
代
謝
機
能

ま
で
衰
弱
し
き
っ
て
し
ま
う
の

で
す
。
そ
う
な
っ
て
か
ら
で
は
、

名
医
と
い
え
ど
も
機
能
回
復
を

助
け
る
こ
と
は
不
可
能
で
す
。

そ
こ
で
ジ
ョ
ギ
ン
グ
等
、
足
腰

の
強
化
を
軸
と
し
た
全
身
的
運

動
を
早
手
ま
わ
し
に
お
こ
な
う

必
要
が
あ
る
わ
け
で
す
。



l
m
電
ー

（4）ご◎’マ広報噸Nb．　339　59．10．10

、、、、▽〃！！凸、、、、、▽〃1／△、、、、▽〃〃△、、、、▽〃〃△、、、、▽〃〃凸、、、、▽

計計

　
昭
和
五
十
八
年
度
の
決
算
を
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。
昨
年
度
は
、
統
合
中
学
校
の
建
築
を
中
心

に
、
農
業
の
振
興
や
道
路
整
備
な
ど
に
積
極
的
に

取
り
組
み
、
二
十
五
億
円
余
り
の
貴
重
な
お
金
が

使
用
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
二
の
二
十
五
億
円

の
使
い
道
な
ど
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

麗懸謹ななま　の年十
ぎ髭≠賛塵輩　力、

輔藷薮＆
せは余整中算
脇駿塞．ど
1霧釜奪鋤l

o酵鰍耀
　　　　　　　昔護
㎜…皿…枷脚馨

舞韓耀計
辞購ム簿

一・般会計

村方交付税
10億8，191万3千円
　　　　（41．4％）

▲整備が進む清田山自然運動公園

　
％
師
W
師
“螺

　
歳
入
総
額
の
中
で
、
地
方
交

付
税
が
四
マ
四
誕
、
次
い
で
県

支
出
金
が
二
運
、
国
庫
支
出

金
が
九
・
七
誕
、
村
税
が
九
・
二

鷺
と
続
き
、
こ
の
四
つ
で
全
体

の
八
一
・
九
μ
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
歳
入
総
額
を
自
主
財
源
（
村

独
自
で
賄
え
る
金
）
と
依
存
財

源
（
国
や
県
に
た
よ
る
金
）
に

分
け
て
み
ま
す
と
、
自
主
財
源

が
六
億
五
千
七
百
万
円
（
二
五
・

二
縄
）
依
存
財
源
が
十
九
億
五

村民1人当り負担額

麟4贈都
Z！

　
…
…
税
…
”

θ
税
税
費
税
他

μ
　
　
産
消

彫
民
資
こ
気
の

　
　
定
ば

　
村
固
た
電
そ

一’51し一一口’μ■グ　　　　　（円

民　税……………13，947

1資産税・一…一…14，895
’
こ
消
費 税…………3，231

気　税……………1，526

の他………………751

財政力指数一
　　　　　（昭和57年度

中里村……O．18

津南町……0．26

川西町・ゼ・…0．24

安塚町……0。15

この数字は、1に近いほど財源

に余裕があることになります。

千
五
百
万
円
（
七
四
・
八

煙
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
村
の
借
金
で
あ
る
公

債
費
の
歳
入
全
体
に
占

め
る
割
合
は
、
一
〇
・
六

　　村債　『

26億
1，357万

　　6千円

　’一繰入金1億7，370万円（6．7％）

分担金及び負担金8，435万9千円（3．2％

　
縄
と
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

　
た
昨
年
度
末
ま
で
の
村
債
の
残

　
高
は
、
十
五
億
一
千
四
百
二
十

　
六
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
村
民

　
一
人
あ
た
り
二
十
一
万
五
千
円

　
の
借
金
を
し
て
い
る
こ
と
に
な

　
り
ま
す
。

　
　
し
か
し
、
こ
の
村
債
は
、
大

　
き
な
事
業
に
取
り
組
む
場
合
、

　
　
有
効
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
【
歳
出
】

　
　
歳
出
の
中
で
一
番
多
く

　
使
用
さ
れ
て
い
る
経
費
は
、

　
中
里
中
学
校
を
建
築
し
て
い

跳
　
る
教
育
費
で
、
歳
出
総
額
の

⑱
　
三
四
・
六
縄
を
占
め
て
い
ま

円千
　
す
。
次
い
で
多
い
の
が
農
林

フ万
　
水
産
業
費
で
一
五
覆
、
土
木

70
沼
　
費
が
一
二
・
一
縄
と
つ
づ
い

億
　
て
い
ま
す
。

2他のそ

他のそ

税気電

528万6千円（2。2％）

1，074万5千円（4．4％）

たばこ消費税

総額2億4，173万9千円

Nb339　59．10．10ごかマ広報か（5）

の財政中里ホ

2，273万9千円（9．4％）

税民村9，815万円（40，6％）

固定資産税1億481万9千円（43。4％）

教育費
8億8，192万2千円
　　　　（34．6％）

蝉
糞
’

25億

4，849万

　9千円

　
　
恥欝鞠

養
3

　
　
　
翁

携婦籍
圃
鋤

畷
£
．
磯

礁
鍼
．
費衛生費　　　　　Fぐ1億1，967万6千円

　　　　　　（4．7％）

消防費7，091万3千円（2。8％）

　　その他1億6，053万円（6，3％

4．Oho

村債の状況

六
四
六
、
八
八
四
千
円

四
一
二
、
八
二
二
千
円

二
五
九
、
　
七
〇
三
千
円

　
　
円

OV
　
千

　
　
　
1

▼
　
　
万

y　
　
　
2
6
　
　
九
四
、
六
三
〇
千
円

ノ
　
　
鴻

旧
㎜
四
八
九
七
五
千
円

”
舗
三
・
、
九
五
七
千
円

　
　
　
　
　
二
〇
、
二
九
〇
千
円

▲進む中里中学校建築

材有財産

土地総面積9％σ

3．5加

0，5加

一幽o．2加

81。7加

□
6．8加

そ
の
他

教
員
住
宅

保
育
所

村
営
住
宅

小
学
校

中
学
校

山
　
　
林

土
　
木
　
債

教
　
育
　
債

農
林
水
産
業
債

民
　
生
　
債

災
害
復
旧
債

総
　
務
　
債

そ
　
の
　
他

L　⑪
世　』㎜

6，877万円

4，187万8千円

響．麟鱗錘総

窯卿，齪灘5茶霧

擁㈱溜G簿7系四

〃
－
q
、
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、
、
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レ
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、
、
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おもな使い道（単位：千円〉

務　費

期孤立集落機能維持施設（倉下） 　
姻
　
亀
下
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
住
造
興
合
造
費
興

生
人
育
生
南
水
業
地
村
業
業
林
業
工
工

　費

福祉費……・・…◆……・・……◆15，雛5

所運営費…一…………・喚・・麟9Q，2簸

　費

地域衛生施設紐合…………36，1魏

産巣費

振興費・…・◆・…………・・……24，879

費…　一g一・一6一一・・…　一“・一一　183愛781

定住促進対策事業一・…一35，468

構造改善事業………………7，938

振興費………・…一・・…馳・一49，184

総合整備事業・…………・・一鍵魯596

構造改善事業・………◎一一12，蟹3

振興費一……一・…・一・……27，783

光　費…一・一一一◆…・…25夢321

農
維持費一一・一・・尊。◆…◆…・魯・“・◆“・15夢429

新設改良費・一…一一一119シ349

対策費・…………D・…ぞ・◆・犯6謁66

町叢域広講撫1、

　費

中学校建築費…一一・…402，518

黎灘瓢二聯二1瀦
11〃△、、、、▽〃！旭、、＼＼▽1！〃△、＼＼＼▽1／〃△、、＼、▽〆，γ／△、、、、▽〃〃△、、、、▽〆／〃心、＼、ワ〃〃△、、

一基　　　金

錨
疑
撃
縁
裡
馨
轟
鎌
濃
諾
縷
財政調整基金…………・・1億3，465万円

教育施設整備基金……一4億7，650万円

国保財政調整基金…一・一5，318万円

土地開発基金………………5，000万円

簡易水道事業運営基金……・・878万円

特別会計

農業共済
簡易水道
国　保（施設）

老人保健
国　保（事業）

⑳　蓋
3，194万3千円

4，093万3千円～

8，526万2千傷

2億？，323乃3千需

3億9，257万2千円

教育費

125，326円

愚赴

け剛

、
小学校・中学校　社会教育

保健体育・学校給食

農林水産業費

農業振興、畜産、苗場山

麓開発、林業、水産

一土木費

　　　　　　43，834円

綿道路、橋梁、除雪、河川
住宅

村民一人あたり
　　　　　総務費

　　　癒
　　　　　　　　34，620円

　　　庁舎管理、交通安全、広報、

　　　選挙、企画、税務、戸籍

すまれ　
　
　
　
　
欝

　
　
　
　
　
を

わ　
　
　
　
　
　
　
　
保

　
　
　
　
　
鈴

　
　
　
　
　
　
　
　
活
金

　
　
　
　
　
ヨ

　
　
　
　
　
鰺

使
費
　
　
　
　
　
　
　
　
生
年

　
　
　
　
　
　
　
　
、
民

・
嶽

生費衛

線識鯛

保健衛生、公害対策、公

園管理、環境衛生、清掃費

鱒灘網

費
防
－
・
♪
酋
へ

・
猛
灘

　
　
　
　
・
．
、
。
。

消防、防災、水防、広域

事務組合

工費商

8，66稠讐遷
商工振興、観光
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．
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稼
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な
さ
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現
在
、
国
鉄
で
は
宮
中
取
水

口
か
ら
毎
秒
百
六
十
七
立
方
層

を
取
水
し
、
二
本
の
導
水
ト
ン

ネ
ル
を
利
用
し
て
、
川
西
千
手

発
電
所
と
小
千
谷
発
電
所
で
約

二
十
四
万
％
の
発
電
を
し
て
い

　
　
　
　
　

ま
す
。
こ
の
電
力
は
、
東
京
ま

で
運
ば
れ
首
都
圏
（
東
京
南
、

西
、
北
局
）
管
内
使
用
電
力
量

の
三
八
響
を
補
っ
て
い
ま
す
。

　
国
鉄
で
は
、
川
崎
火
力
発
電

所
二
号
機
の
老
朽
廃
止
（
昭
和

六
十
五
年
度
）
に
伴
う
供
給
電

力
の
低
下
と
、
新
幹
線
上
野
乗

り
入
れ
や
京
葉
線
の
開
業
等
に

伴
う
電
力
需
要
の
増
大
に
対
処

す
る
た
め
に
、
信
濃
川
水
力
発

電
所
増
強
計
画
を
立
て
ま
し
た
。

こ
の
計
画
の
概
要
は
、
宮
中
に

取
水
口
を
設
け
、
一
本
の
導
水

ト
ン
ネ
ル
で
毎
秒
百
五
十
立
方

層
を
取
水
し
、
小
干
谷
の
山
本

山
に
計
画
さ
れ
て
い
る
容
量
三

百
五
十
万
立
方
層
の
調
整
池
に

た
め
ら
れ
、
そ
こ
か
ら
、
百
三

肩
下
の
小
千
谷
第
二
発
電
所
に

落
さ
れ
、
二
十
万
％
の
発
電
を

　
　
　
　
　
　
　
k

行
う
も
の
で
す
。

　
国
鉄
側
の
説
明
に
よ
り
ま
す

と
、
第
二
発
電
所
は
、
朝
夕
の

ラ
ッ
シ
ュ
時
に
集
中
的
に
発
電

を
行
う
た
め
、
現
在
の
信
濃
川

維
持
流
量
の
毎
秒
二
二
八
㌧
の

約
三
倍
を
下
流
に
流
す
こ
と
が

で
き
る
と
の
事
で
す
。
し
か
し

夏
場
の
渇
水
期
に
は
、
魚
道
か

ら
流
さ
れ
る
水
も
わ
ず
か
な
状

態
の
た
め
、
今
後
維
持
水
量
の

確
保
に
は
万
全
を
期
さ
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。

　
貝
野
地
区
で
は
、
過
去
四
期

に
わ
た
る
信
濃
川
水
力
発
電
開

発
に
よ
っ
て
、
生
命
の
源
で
あ

る
地
下
水
の
枯
渇
や
環
境
悪
化

が
も
た
ら
さ
れ
ま
し
た
。

村
と
し
て
は
、
初
期
の
計
画
発

表
以
来
、
慎
重
に
対
処
し
、
こ

の
計
画
の
概
要
を
知
る
た
め
に
、

国
鉄
側
に
説
明
会
の
開
催
を
求

め
、
五
月
十
七
日
に
、
宮
中
集

落
セ
ン
タ
L
で
第
一
回
目
の
工

事
概
要
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

そ
の
後
貝
野
地
区
を
は
じ
め
五

会
場
で
地
元
説
明
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。

　
村
で
は
、
こ
の
問
題
に
対
し

具
体
的
な
対
応
を
す
る
た
め
に

九
月
一
日
付
で
、
中
里
村
信
濃

川
水
力
発
電
再
開
発
計
画
対
策

委
員
会
（
二
十
二
名
）
を
設
置
し

ま
し
た
。
今
後
、
こ
の
委
員
会

で
は
、
関
係
集
落
の
実
態
を
把

握
す
る
と
と
も
に
、
各
集
落
の

要
望
を
取
り
ま
と
め
、
村
と
し

て
の
要
望
書
を
十
月
十
七
日
に

㊨細

国
鉄
側
に
提
出
す
る
予
定
で
す
。

　
県
立
魚
沼
高
等
職
業
訓
練
校

（
北
魚
・
堀
之
内
町
）
で
は
、

昭
和
六
十
年
度
生
徒
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

★
募
集
訓
練
科

　
左
官
科
　
　
二
十
名

　
建
築
科
　
　
二
十
名

★
応
募
資
格

　
中
学
校
ま
た
は
高
等
学
校
卒

　
業
以
上
（
来
年
三
月
卒
業
含
む
）
。

★
年
齢
　
概
ね
、
三
十
歳
以
下
。

★
訓
練
期
間
二
年

★
願
書
受
付

　
十
月
十
五
日
～
十
一
月
十
日

　
く
わ
し
く
は
当
校
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
魯
。
二
毛
㍗
四
－
二
四
一
〇
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皮機泄二も位一よ交に十い術
膚能口　’のに　’う付よ月ずを人
び障を一　。人国にをり一れ受工
ら害造以　　口のな受　’日かけ膀

嫉羅菱1羅蹴
ス　叶　八　椿　　　葬准寿　，レ　窒太す中丁

　諜

縷
一
の

㊧
肥
㊧
衝

人
工
肛
門
の
手

　
　
　
　
次
の

　
　
　
本
人
の
申
請

身
体
障
害
者
手
帳
の

　
排
尿

著
し
い

　
　
三
、
二
分
背
椎
に
よ
る
排
尿
、

管
排
礁
難
醐
あ
る
も
の
．

㊧
　
　
　
更
生
医
療
の
お
知
ら
せ

細
健
康
保
険
法
等
の
一
部
改
正

㊨
が
、
＋
月
百
か
ら
施
行
さ
れ

　
　
る
こ
と
に
伴
い
、
健
康
保
険
本

　
　
人
も
更
生
医
療
の
給
付
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
、
役
場
社
会
福

祉
係
ま
で
。

大
い
に
参
加
を

農
業
経
営
実
績
発
表
会

　
農
業
に
一
生
け
ん
め
い
取
り

組
ん
で
い
る
み
な
さ
ん
、
今
年

の
農
業
経
営
実
績
を
発
表
し
あ

い
、
来
年
の
経
営
に
生
か
し
ま

せ
ん
か
。

★
期
日
　
十
一
月
五
日

★
発
表
要
綱

　
農
業
委
員
会
事
務
局
に
あ
り

　
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
、
農
業
委
員
会

事
務
局
ま
で
（
奎
－
孟
二
）
。

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

士
月
二
士
ハ
目
～
十
一
月
一
目

　
昭
和
五
十
八
年
中
の
火
災
に

よ
る
死
者
（
放
火
自
殺
者
を
除

く
）
は
、
千
百
五
十
二
人
と
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
内
の
六
百

四
十
二
人
（
五
五
・
六
響
）
が

「
5
」

一
　
★
中
里
村
清
津
川
多
目
的
ダ
ム

ロロ『■層一ローロー一口■■■

紡
0
勤
き
「
，
、
・
ノ

対
策
委
員
会

　
九
月
五
日
、
清
津
川
多
目
的

ダ
ム
対
策
委
員
会
が
役
場
議
場

で
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
委
員

会
に
先
だ
っ
て
、
委
員
六
名
が

水
没
予
定
地
区
の
八
木
沢
、
三

俣
、
大
島
集
落
の
代
表
者
と
会

っ
て
き
ま
し
た
の
で
、
こ
の
報

告
を
受
け
る
と
と
も
に
今
後
の

対
応
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
委
員
会
だ
け
で
な

く
沿
線
住
民
の
意
図
を
取
り
入

デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
調
査
し

て
い
く
予
定
で
す
。
更
に
は
、

水
利
用
計
画
を
立
て
る
と
と
も

に
、
専
門
家
の
調
査
も
依
頼
し

て
い
く
予
定
で
す
。

★
交
通
安
全
パ
レ
ー
ド

　
九
月
二
十
一
日
、
秋
の
全
国

交
通
安
全
運
動
の
一
環
と
し
て

交
通
安
全
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
警
察
官
、
安
協
役
員

指
導
隊
等
十
五
人
が
参
加
し
、

車
四
台
で
村
内
を
パ
レ
ー
ド
し

各
保
育
所
に
交
通
安
全
紙
芝
居

ロー一■口口■層一■層ロー”一

‘
幽
聴
畦
髭
砂
酌
r
髭
曜
聡
躰
呪
馨
酸
一
』

自
力
避
難
の
困
難
な
身
体
障
害

者
、
幼
児
、
老
人
な
ど
で
す
。

　
火
災
の
発
生
し
や
す
い
時
季

を
迎
え
ま
す
の
で
、
く
れ
ぐ
れ

も
家
庭
で
の
火
の
始
末
に
十
分

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

★
“
あ
と
で
”
よ
り
“
い
ま
”

　
が
大
切
、
火
の
始
末

電
波
は
正
し
く

　
使
い
ま
し
ょ
う

さ煽癒
φ
ヲ
　
’

◎
。
＼

」

一
）

羅
じ
と

な
が
む
が
う
ま
い

じ
～
な
い
そ
の
ザ
9

葛

お
ら倭
？
訴

》

　
　
ヤ

も
し
匂
し
¢
．

う
し
さ
ん
炉
も
1

4
7
　
　
　
　
　
N

ノ
（

　
　
　
　
　
一

　
　
P

　
，
じ
ツ
ジ
じ
七

窃
マ
る
し
．
．
．

狩
が
あ
多
ん
そ

ケ
づ
え
む
く
む
乏
　
。

㌧
ぎ
・
セ

　
　
　
　
　
　
球

　
　
　
　
　
　
α

＠
　
　
P

　
最
近
、
違
法
な
「
コ
ー
ド
レ

ス
電
話
」
や
「
自
動
車
無
線
電

話
」
、
　
「
ミ
ニ
F
M
局
」
の
機

器
が
一
部
不
良
業
者
に
よ
り
広

告
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

電
波
が
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の

受
信
に
障
害
を
与
え
た
り
、
警

察
無
線
や
海
上
保
安
用
無
線
な

ど
私
た
ち
の
人
命
や
財
産
の
保

護
に
関
し
て
重
要
な
役
割
を
果

し
て
い
る
通
信
に
妨
害
を
与
え

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
違
法
な
無
線
局
を
開
設
し
た

り
運
用
し
ま
す
と
厳
し
く
罪
せ

ら
れ
、
一
年
以
下
の
懲
役
、
ま

た
は
、
二
十
万
円
以
下
の
罰
金

に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
、
信
越
電
波
管

理
局
ま
で
（
費
〇
二
六
二
－
三

四
－
五
二
九
）
。

当蘭払麓に遊歩道蘭設
　
当
間
山
麓
開
発
に
先
が
け
て
、
鷹
羽
か
ら
魚

沼
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
（
展
望
台
）
ま
で
の
遊
歩
道

の
開
設
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
遊
歩
道
は
、
す

で
に
あ
る
営
林
署
の
作
業
道
を
利
用
し
て
作
ら

れ
、
総
延
長
五
・
五
繍
、
幅
員
一
・
五
層
の
歩

道
と
な
り
ま
す
。

　
昭
和
三
十
年
代
こ
ろ
ま
で
は
、
土
倉
や
倉
下

の
人
た
ち
が
、
田
沢
に
出
て
く
る
時
、
こ
の
道

を
通
っ
た
と
い
い
ま
す
。
今
回
開
設
さ
れ
る
遊

歩
道
は
、
土
倉
に
至
る
約
一
キ
。
手
前
で
左
に
折

れ
、
当
間
山
の
頂
上
を
通
り
、
魚
沼
ス
カ
イ
ラ

イ
ン
に
通
じ
ま
す
。

　
遊
歩
道
の
途
中
に
は
、
広
場
が
造
成
さ
れ
た

り
、
木
道
、
木
橋
も
設
置
さ
れ
ま
す
。

　
鷹
羽
か
ら
歩
い
て
約
二
時
間
と
歩
く
に
は
手

ご
ろ
で
あ
り
、
途
中
景
観
も
楽
し
め
、
ハ
イ
キ

ン
グ
コ
ー
ス
に
最
適
で
す
。
完
成
は
、
十
二
月

上
旬
の
予
定
で
す
。

鐡
講
．
騰
購

鱒
瀦
謹
繹
難
網

鞭
、
鎌
顛
鹸
鑛
欝
講
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譜驚
　
惰
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

新
潟
県
最
低
賃
金

　
新
潟
県
内
で
働
く
す
べ
て
の

労
働
者
に
適
用
す
る
新
潟
県
最

低
賃
金
が
、
次
の
と
お
り
改
正

さ
れ
ま
し
た
。

一
日
三
千
二
百
四
十
九
円

　
（
た
だ
し
、
時
間
給
の
労
働

者
は
、
一
時
間
四
百
七
円
）

★
効
力
発
生
日

　
昭
和
五
十
九
年
十
月
五
日
、

　
不
明
な
点
は
、
十
日
町
労
働

基
準
監
督
署
（
費
垂
⊥
毫
九
）

鰯触
　　、

▲手前は設置された雪崩防止柵

編拗の晒窃窃
　ここは、清津峡の雪崩防止柵の

工事現場です。ここからは、清津

峡温泉が小さく見えます。現在、

ここでは12基の雪崩防止柵の工事

が進められています、この現場は

標高700㍍にあるため対岸の小出

の林道から索道で工事資材の運搬

が行われています。

亀

▲ダイヤモンド婚を祝う

りりリワリワリワリワリワリワリリリQリワリリリワリワりワリリリ9りq）リワリワリ9りりリワリワリq）りりりりリワ

新籔灘、簸
　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　●　　　　　　　　　o　　　　　　　　●　　　　　　　o　　　　　　　●　　　　　　●　　　　　　●　　　　　●　　　　　●　　　　●　　　　■　　　●　　　●　　●　　●　　●　o　●o

駅
謡

こ
う
い
う
の
あ
っ
た
か

　
　
愛
つ
て
い
う
の
か
な

　
　
　
赤
い
羽
根
共
同
募
金

　
昨
年
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
み

な
さ
ん
か
ら
の
善
意
の
寄
付
金

は
、
多
く
の
民
間
社
会
福
祉
施

設
や
地
元
の
福
祉
団
体
な
ど
に

配
分
さ
れ
有
効
に
使
わ
れ
て
い

ま
す
。

粘
彰
占
〆

教育長に樋ロ和一氏就任

生
き
が
い
の
あ
る
日
々
を

第
五
回
老
人
福
祉
大
会

　
今
年
九
十
五
歳
を
迎
え
た
、

通
り
山
の
中
沢
ト
ク
さ
ん
が
、

九
月
十
五
日
に
行
わ
れ
た
第
五

回
老
人
福
祉
大
会
に
元
気
で
出

席
し
ま
し
た
。
村
内
に
は
、
九

十
五
歳
以
上
の
お
年
寄
り
が
五

人
い
ま
す
。
そ
の
五
人
は
、
市

之
越
・
富
井
ス
イ
さ
ん
（
百
歳
、

重
地
・
鈴
木
三
蔵
さ
ん
（
九

十
九
歳
）
、
田
代
・
山
田
ハ

ヤ
さ
ん
（
九
十
七
歳
）
小

原
、
樋
ロ
ヨ
シ
さ
ん
（
九

十
五
歳
）
と
中
沢
ト
ク
さ

ん
（
九
十
五
歳
）
で
す
。

　
老
人
福
祉
大
会
に
は
、

村
内
の
七
十
歳
以
上
の
お

年
寄
り
五
百
人
が
参
集
し
、

お
互
い
の
健
康
を
確
か
め

合
う
と
と
も
に
、
久
し
ぶ

り
の
再
会
を
喜
ん
で
い
ま

し
た
。

　
式
典
の
中
で
は
、
上
村
村
長

は
「
こ
れ
ま
で
の
苦
労
に
対
し

て
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、

こ
れ
か
ら
も
ま
す
ま
す
、
健
康

に
留
意
し
て
く
だ
さ
い
」
と
述

べ
ま
し
た
。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

で
は
、
村
内
の
婦
人
会
の
皆
さ

ん
が
、
唄
や
踊
り
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
を
し
ま
し
た
。

　柳教育長さんが病気療養のため

に教育長を9月30日付で退任され
ました。これに伴い教育委員会庶

務課長樋口和一氏が役場を退職さ

れ、10月1日付で教育長に就任さ

れました。

中）
◆高
ワ

出合い……◆5年前十日町で左官をしていi

　た時、先輩が仕事先の家で彼女を見て、

　あの家にいい娘がいるから会って見れと

　いわれて会ったのが始まりです。

第一印象は……ワ突然おしかけられたのでi　婚を決意しました。

　ヘンな人が来たなと思いました。◆おと　i新婚生活は……◆仕事上・朝が早いもので

　なしそうな人だと思いました。　　　　i　嫁さんは5時起きで弁当を作ってくれま

結婚を決意したのは……◆こまめに気を使i　す。すごく感謝しています。ワ好きな人

　ってくれて、やさしいところ。ワ山の中i　と一緒に暮らせて、とてもしあわせです。

　でまよったけれど、道人さんのrお前がi　早く、二人のかわいい子どもがほしいで

　いなければ…」という熱意に押されて結i　す。
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お
祝
い
電
報
は

　
　
　
　
　
　
お
早
め
に

　
い
よ
い
よ
秋
の
結
婚
シ
ー
ズ

ン
で
す
。
こ
の
時
期
は
、
お
祝

い
電
報
が
殺
到
し
式
当
日
打
っ

た
の
で
は
間
に
合
わ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　
十
日
前
か
ら
予
約
で
き
る
、

「
配
達
日
指
定
」
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
三
日
前
ま
で
に
打
ち

ま
す
と
、
百
五
十
円
お
得
に
な

り
ま
す
。

No．　339　59．10．10と◎’マ広報噸
（9）

　
今
年
度
も
、
村
政
事
務
嘱
託

員
さ
ん
を
通
じ
、
募
金
袋
を
配

布
い
た
し
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　
大
口
募
金
、
法
人
募
金
に
つ

い
て
は
、
各
地
区
の
民
生
委
員

が
直
接
お
伺
い
す
る
予
定
に
な

っ
て
い
ま
す
。

湿
原
地
帯
の
汚
れ
を
防
ご
う

小
松
原
漕
掃
ハ
イ
ク

山
の
会
（
会
長
、
富
井
吉
三
）
で

は
八
年
前
か
ら
毎
年
の
よ
う
に

清
掃
ハ
イ
キ
ン
グ
を
村
民
に
呼

び
か
け
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
、
去
る
九
月
十
五
日

に
行
わ
れ
、
二
十
三
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
山
の
会
の
人
の
話

　
　
　
に
よ
り
ま
す
と
、
ゴ
ミ

　
　
　
は
年
々
減
っ
て
き
て
い

難

雑
布
三
百
枚
を
寄
贈

　
今
年
九
十
二
歳
を
迎
え
た
、

芋
川
の
南
雲
リ
ク
さ
ん
が
、
学

校
で
使
っ
て
ほ
し
い
と
雑
布
三

百
枚
を
教
育
委
員
会
に
寄
贈
し

て
く
れ
ま
し
た
。
リ
ク
さ
ん
は

い
ま
、
編
物
に
夢
中
で
す
。
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中
里
村
の
尾
瀬
と
も
称
さ
れ

る
小
松
原
湿
原
は
、
標
高
千
二

百
～
千
六
百
屑
地
帯
に
存
在
し

美
し
い
湿
原
と
大
小
さ
ま
ざ
ま

な
池
と
う
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
美
し
い
湿
原
地
帯
を
ゴ

ミ
の
汚
れ
か
ら
守
ろ
う
と
清
津

▲来年はあなたも参加しませんカ

る
と
の
こ
と
で
す
。

　
清
津
山
の
会
で
は
、

湿
原
の
荒
廃
を
防
ご
う

と
、
歩
道
に
テ
ー
プ
を

張
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
が
一
昨
年
、
湿
原

地
帯
に
木
道
が
敷
か
れ

湿
原
の
保
護
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

低≧、伽
蜘
わ
ヵ

「

一　、　　一

鐙沢琳》

にをた十
なう　。丸｛村

りまハハ内
一まくI　l小
コすとドド学
欠。びルル校
ナス越競で親
ムタえ技二善
し1らは位陸
鳳トれ　’に上
rのるハな大
づ時か1り会
ノは不ドまの
ぺ’安ルし八

　㍗
一一A

高井芳美さ萩

ツ
バ
を
三
回
飲
み
込
ん
で
「
ガ
ン
バ

ル
ゾ
」
と
気
合
を
入
れ
ま
す
。

　
三
週
間
の
練
習
中
は
、
昨
年
こ
の

種
目
で
一
位
に
な
っ
て
い
る
の
で
、

今
年
も
一
位
に
な
ろ
う
と
必
死
に
ガ

ン
バ
リ
ま
し
た
。
来
年
中
学
校
に
進

ん
だ
ら
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
に
入
っ

て
、
全
日
本
の
江
上
選
手
を
目
指
し

て
ガ
ン
バ
リ
た
い
と
思
い
ま
す
．
皿
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零ノコを見分けよう

備えての火災万

　紺の制服を身につけた消防団員312人

が、田沢小中グランドで規律のとれた

行進や迅速なポンプ操作を繰り広げま

した。これは、9月9日に行われた中里

村消防団秋季演習の模様です。仮想演

習では、3か所からの出火を想定し、

放水訓練をしました。沿道の観客は、

頼もしい消防団員の姿に目を細めてい

ました。

　
キ
ノ
コ
の
株
を
見
つ
け
る
と
心
が
う
き

う
き
し
ま
す
。
い
よ
い
よ
キ
ノ
コ
狩
り
の

シ
ー
ズ
ン
で
す
。
九
月
十
七
日
と
二
十
五

日
に
開
か
れ
た
「
キ
ノ
コ
の
話
」
の
村
民

教
養
講
座
に
は
、
多
く
の
人
た
ち
が
参
加

し
ま
し
た
。
講
師
の
橋
爪
先
生
（
倉
俣
中
）

は
、
キ
ノ
コ
の
こ
と
は
何
で
も
知
っ
て
い

る
方
で
、
毒
ギ
ノ
コ
と
間
違
い
や
す
い
物

な
ど
を
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
て
わ
か
り
や
す

く
説
明
し
て
く
れ
ま
し
た
。
出
席
し
た
人

た
ち
は
、
い
ろ
い
ろ
な
質
問
を
し
、
時
間

も
忘
れ
て
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

リ＝

4乙人あ葱を前に堂汚と発表する生徒たち　▲緊張が伝わる分列行進

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
》
▲

　
マ
ン
ノ
ッ
タ
ン
・
フ
ル
ー
ダ
ン
ス
の
リ

ズ
ム
に
合
わ
せ
て
貝
野
小
学
校
の
全
校
生

徒
が
元
気
に
踊
り
ま
す
。
続
い
て
、
全
校

生
徒
に
よ
る
「
う
た
え
バ
ン
バ
ン
」
な
ど
の

合
唱
と
　
リ
コ
ー
ダ
i
合
奏
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
三
年
生
以
上
に
よ
る
「
エ
：
テ
ル

ワ
イ
ス
」
リ
コ
：
ダ
i
合
奏
は
、
運
動
場
を

美
し
い
音
色
で
包
み
込
み
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
十
月
三
日
　
新
潟
県
僻
地
複

式
教
育
研
究
大
会
の
音
楽
分
科
会
が
行
わ

れ
た
貝
野
小
学
校
の
模
様
で
す
。

　
こ
の
分
科
会
に
は
、
県
内
か
ら
四
十
六

人
の
先
生
方
が
参
加
し
ま
し
た
。


